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の冷蔵保存を徹底し、熟成期間も含めて 6 ヶ月以内に全て消費することを提案する。ICP-AES および
EPMAの元素分析からは、砂粒様物質は Mg, C, P, O, Kで構成され、Nを含んでいなかったことから、
砂粒様物質が無機物であることが推測された。また、主構成元素は O, P, Mg で、その組成は EPMA
からはモル比で O:P:Mg≒4：1：1、ICP-AES からは P:Mg≒1：1（ICP-AES は O は検出できない）
と見積もられた。また、X 線回折からは、砂粒様物質はリン酸カリウムマグネシウム六水和物
MgKPO4･6H2O のスペクトルとピーク位置がほぼ一致していた。	
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